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１　ねらい
　○　自分の思いを語り合うことを通して、互いの生き方や考え方への理解を深めるとともに、受容
的な豊かな人間関係や仲間づくりをすすめようとする意欲や態度を身につける。

２　趣旨
　○　思いやりの心や分かりあえる喜びを共感するためには、うわべだけで人を判断せず、行動の背
景にある心の動きを考えるなどの姿勢が必要である。

　○　自分の「つらかったこと」を話す和夫の姿から、表面的にしか相手を見ていなかった自分に気
づき、思いやりや想像力を働かせ、相互理解を深めることの大切さを描いている。

　○　和夫の生き方と「みさき」の思いを通して、困難に負けず、生きることの大切さを確かめなが
ら、互いを認めあうことのすばらしさを考えさせるよう展開を工夫したい。なお、形式的な自己
開示を強制することのないように留意する。

３　展開例

学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点

１　和夫の「一番心に残っていること」につ
　いて話し合う。

　・朝早く起きるのがつらかったこと。
　・お母さんのことが心配だったこと。
　・朝の当番ができず申し訳なかったこと。
　・お父さんを助けてあげたいと思ったこと。
　・弟たちに寂しい思いをさせたくないと思
　　ったこと。

２　みんなに話した和夫の思いを考える。

　・当番ができなかったことでおわびをした
　　かった。
　・つらかったなかでもうれしいことがあっ
　　た。（「おはよう」という一言）
　・つらく寂しかったことを分かってほしか
　　った。

　　
　・父や母の役割を家族の一員として担って
　　いるから。
　・自分たちがやっていること以上のことを
　　朝から行っているから。

３　自己をふりかえる。
　○　つらいけれど今がんばっていることが
　　あれば発表する。

・成功したことや楽しかったことだけではな
く、つらいことのなかにもいろんな価値が
存在することを認識させる。

・家庭の状況などで配慮が必要な児童につい
ては、事前指導や保護者の理解と協力体制
を整えておく。

・やむを得ない状況で当番ができなかったに
もかかわらず、それを申し訳なく思う和夫
の誠実さを感じさせる。

・みさきをはじめ、和夫の話に真剣に耳を傾
ける仲間の存在に目を向けさせる。

・自分の気持ちを出し合うことにより、人と
人との理解が深まることに気づかせる。

・みさきが、和夫のがんばりや人柄を評価し、
尊敬のまなざしをもってみていることに気
づかせる。

・つらいことのなかにも、価値があったり、
将来につながることがあることを理解させ
たい。

和夫の「一番心に残っていること」は何でしょう。

なぜ、和夫はこの話をしたのでしょう。

「みさき」には、和夫がどうして大人びて見えたのでしょう。
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